
算数科学習指導案 

  広島市立○○小学校 

教諭 ○○ ○○ 

１ 日  時    平成 30年 10月○日（○） 

２ 学年・組    第１学年○組  

３ 単  元        「ひきざん（２）」 

４ 単元の目標 

 11 から 18 までの２位数から１位数を引く，繰り下がりのある減法計算について，既習の見方や考

え方を基に計算の仕方を考え，減法の計算について理解を深めるとともに，減法計算が確実にできる

ようにする。 

 

５ 単元の評価規準 

算数への 

関心・意欲・態度 
数学的な考え方 

数量や図形についての

技能 

数量や図形についての

知識・理解 

・既習の減法計算や数

の構成を基に，繰り下

がりのある２位数－１

位数の計算の仕方を考

えようとしている。 

・繰り下がりのある２

位数－１位数の計算の

仕方を考え，操作や言

葉などを用いて表現し

たり工夫したりするこ

とができる。 

・繰り下がりのある２

位数－１位数の計算が

確実にできる。 

 

 

・10のまとまりに着目

することで，繰り下が

りのある２位数－１位

数の計算ができること

を理解する。 

 

 

６ 単元について 

 本単元は，繰り上がりのあるたし算と同じように，既習の数の見方や計算の仕方を活用して，繰り

下がりのある減法の計算の仕方を考えたり，計算ができるようにしたりすることをねらいとしている。

児童は未習の計算の仕方を見つける際には，ものの数に着目して，既習の計算の仕方が使えるように

するとよいことにも気づくことができる。第２学年以降の数とその表現や数量の関係に着目し「計算

の仕方を考察する」学習の進め方を学ぶ単元でもある。 

本学級の児童へは，具体物やブロックを使い、その操作を通して数の概念や性質を理解するよう指

導してきた。数と計算の領域では，身の回りのものを数に置き換えたり，それらを式に表したりする

ことのできる算数の面白さやよさを感じ取っている児童もいる。一方，数を５や 10 のかたまりとして

とらえたり数を分解したりして計算することが苦手だったり，問題場面を式に表し，式を読み取るこ

とに時間がかかったりする児童もいて，それが学力差につながっている面もある。 

友達への関わり方が温かく，友達と活動することが大好きという子どもたちのよいところを生かせ

るように，授業では，ペアやグループでの学習を取り入れている。９月から学習の振り返りをノート

に書くことを始めた。学習の感想や分かったことなどに目を向けて考えることが少しずつできるよう

になっている。 

指導においては，既習の引き算との違いをはっきりさせた上で，「10とあといくつ」という見方を

使えば，既習のたし算とひき算の計算の仕方で答えが求められることに気づかせたい。その際には，

算数ブロックなどの半具体物や図などを用いて考えたり，それらを使って言葉で説明したりする活動

を重視したい。習熟の場面においては，計算カードを使った練習や計算ゲームを取り入れ，楽しみな

がら計算の練習に取り組ませていきたい。また，減加法と減々法の両方を扱うことで，一つの答えを



求めるのに複数の考え方があることにも気づかせ，その上で，どちらの方法で計算するかは児童自身

に考えさせたい。 

本時では，15と７の関係を捉えさせるために，絵，図，ブロックの操作などを必要に応じて取り入

れる。さらに，ペア学習を取り入れ，言葉・絵・図・ブロックを関連付けて表現したり説明したりす

る機会を確保し理解を深めさせたい。 

 

７ 指導と評価の計画（ 全 12時間 本時８/12） 

 ねらい 評価の観点 

次 時 関 考 技 知 主たる評価規準（評価方法） 

１ １ 

 

２ 

・11～18から１位数をひく，繰り

下がりのある減法計算で，被減数

を分解して計算する方法（減加

法）を理解する。 

○ ◎   【関】既習の加減計算や数の構成を基

に，13－９などの計算の仕方を考えよ

うとしている。   （観察・発言） 

【考】13－９などの計算の仕方を考

え，操作や言葉などを用いて説明する

ことができる。   （ノート・発言） 

２ １ 

 

・前時までの学習をふまえ，11～

18から１位数（８）をひく繰り下

がりのある減法計算で，被減数を

分解して計算する方法（減加法）

の理解を確実にする。 

   ◎ 【知】減数が８の場合でも，10 のま

とまりから１位数をひけばよいこと

を理解している。 （ノート・発言） 

２ ・前時までの学習を踏まえ，11～

18から１位数（８や９）をひく繰

り下がりのある減法計算で，減加

法で計算するやり方の習熟を図

る 

  ◎  【技】減数が８や９の問題で減加法に

よる計算が確実にできる。  

         （ノート・発言） 

 

３ ・前時までの学習を踏まえ，11～

18から１位数（７）をひく繰り下

がりのある減法計算で，減加法で

計算するやり方の習熟を図る 

  ◎ ○ 【技】減加法による計算が確実にでき

る。       （ノート・発言） 

【知】減数が５～８の場合でも，10

のまとまりから１位数をひけばよい

ことを理解している。 

         （ノート・発言） 

３ 

 

１ 

 

 

 

 

・11～18から１位数をひく繰り下

がりのある減法計算で，減数を分

解して計算する方法（減々法）が

あることを知り，計算の仕方につ

いての理解を深める。 

 ◎  ○ 【考】被減数や減数の大きさに関係な

く，被減数を 10 のまとまりといくつ

に分けて計算の仕方を考え，言葉やブ

ロック操作などによって説明してい

る。       （ノート・発言） 

【知】11～18 から１位数を引く繰り

下がりのある減法計算は，被減数を

10 のまとまりといくつに分けて考え

ればよいことを理解している。 

         （ノート・発言） 



２ ・11～18から１位数をひく繰り下

がりのある減法計算で，減加法と

減々法のどちらでするか考えさ 

せ，計算の仕方についての理解を

深める。 

   ◎ 【知】11～18 から１位数を引く繰り

下がりのある減法計算は，被減数を

10のまとまりといくつに分けて考え 

ればよいことを理解している。 

         （ノート・観察） 

 

４ １ 

 

・文章題の中の数量の関係が分か

り，減法を使って解決することが

できる。（本時） 

 ◎  

 

 

 【考】数量の関係に着目し，計算の意

味を考えることができる。 

       （発言・ノート・観察） 

２ 

３ 

４ 

・減法の計算能力を伸ばす。 

・ゲームをしながら 11～18 から

１位数をひく繰り下がりのある

減法計算が確実にできるように

する。 

  ◎  【技】11～18 から１位数をひく繰り

下がりのある減法計算が確実にでき

る。       （ノート・観察） 

５ １ ・学習内容の定着を確認し，理解

を確実にする。 

・減法についての理解を深める。 

○  ◎  【技】基本的な学習内容を身につけて

いる。 

【関】既習事項を適切に用いて，活動

に取り組もうとしている。 

         （ノート・観察） 

 

８ 本時の目標 

 15と７の関係に着目して式を立て，既習事項を生かして解き方を考えることができる。 

 

９ 本時の評価 

到達度 具体の評価規準 判断の目安 

十分満足できる状況 

 

 

○操作や言葉，図，絵などを用い

て，式の意味を説明することがで

きる。 

○15－７や８－７を立式し，式の意味につい

て，筋道を立てて説明することができる。 

概ね満足できる状況 

 

○15と 7の関係に着目し式を立て

ることができる。 

○15－７や８－７を既習の考え方をもとに立

式することができる。 

努力を要する状況の

児童への手立ての例 

 

○問題文や絵，図から，はとの「７わ」が「15わ」の中に含まれる数であること

に気づかせる。 

○ブロック操作を通して既習の計算方法が使えることを理解させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



10 本時の学習展開 

学習活動（発問・活動等） 予想される児童の反応 支援・評価【観点】（評価方法） 

１．問題１を読み，題意をとら 

える。 

 

 

 

 

 

 

 

２．課題をつかむ。 

 

 

 

３．問題の場面をブロックや図 

で表す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．すずめの数を求める式を立 

て，計算をする。 

 

 

 

 

 

 

５．はととすずめの数の違いを 

求める式を立て，計算する。 

 

 

 

 

 

 

・「あわせて」とあるからたし算と思う。 

・「どちらが」とあるからひき算じゃな

いのかな？ 

・すずめの数を出してからくらべない

といけないね。 

 

 

 

 

 

 

・ブロックをいくつ出せばいいのかな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・15－７だね。 

・どちらの計算でしようかな？ 

・５から７はひけないから…。 

・10のかたまりからひこうかな。 

・すずめは８わだね。 

 

 

 

・これでどちらが多いかくらべられる

ね。 

・どっちからひくのかな。 

 

 

 

 

 

・はじめに何を求めればいい

か見通しをもたせるために，

すずめの数に着目させる。 

・比較する問題であることに

気づかせるために問題文の

「どちらが」を意識させる。 

 

 

 

 

 

・言葉を図やブロックと結び

つけることで 15の中に7があ

るという関係に気付かせる。 

 

努力を要する状況の児童への

手立て 

・数量の関係を視覚的にとら

えさせるために，鳥の種類ご

とに並び替えた場面の絵を提

示する。 

 

 

【考】15と７の関係に着目し

式を立てることができる。 

   （発言・ノート・観察） 

・ブロック操作を通して，減

法が成り立つ場面であること

を理解させる。 

 

 

・既習内容を生かすために，

減加法・減々法のどちらでも

よいことを伝える。 

 

 

 

はとと すずめが あわせ

て 15わ います。そのうち 

はとは ７わです。 

どちらが なんわ おおい

でしょうか。 

 

 

めあて：ずや ブロックをつかってもんだいのときかたをかんがえよう 

 

 



 

６．答えが問いに対応している 

か確かめる。 

 

 

７．振り返りを書き，学習のま 

とめをする。 

 

 

・「どちらが？」とあるから，１わと答

えるだけではいけないね。 

 

 

・図にすると問題にない数がわかった

よ。 

 

・問題文をもう一度読むこと

で答えが問いに対応している

か検討させる。 

 

・数量の関係に着目すること

で，計算の意味を正しく考え

ることができたことを確認す

る。 

 

 

 

11 板書計画 

○も                 ○め  ずやブロックをつかって，ときかたをかんがえよう                    

 はととすずめがあわせて１５わいます。  ①（しき）１５―７     ②（しき）８－７ 

 そのうち，はとは７わです。 

 どちらがなんわおおいでしょうか。               

                  

 

くらべる？ → はと と すずめ 

                       すずめは ８わ    （こたえ）どちらが なんわ おおい 

すずめが １わ   おおい                               

 

 

①  すずめが □わか もとめる。 

②  はとと すずめのかずをくらべる。 

      

ふりかえり 

（場面の絵） 

 

 

ブロック 

ず 

ブロック 

ず 


